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■埋蔵文化財発掘調査見学会を実施しました！

※「かわら版」について
「かわら版」については、日頃からお世話になっている関係者の皆様に、本事業へ更にご理解をいただく

ことを目的に、令和２年９月号からスタートいたしました。かわら版を通じて、事業や工事の進捗状況、イ
ベントのご案内等を皆様にお知らせさせていただきます。

■解体工事の進捗について

埋蔵文化財発掘調査見学会の様子

昨年5月から進めて
きましたA街区の解体
工事が皆様のご理解と
ご協力により、本年2
月末で完了しました。

4月からは引続き、
新築工事に着手する予
定です。皆様には引続
きご迷惑をおかけしま
すが、ご理解のほどお
願い申し上げます。

大手通坂之上町地区再開発事業地の一部について
は、かつての長岡城の堀に位置していたことがわ
かっており、現在、長岡市教育委員会科学博物館に
よって埋蔵文化財の発掘調査が行われています。
去る3月5日に発掘調査の見学会を実施しました。

（見学会は、今般のコロナ禍ということもあり、事
業地内の地権者の皆様限定で開催させて頂きまし
た。）
長岡城は、長岡藩政の中心地として約250年に渡

り栄えてきましたが、戦災や近年の開発に伴い、当
時の長岡城や城下町の面影を確認することはできま
せん。
一方で、これまでの市街地での大型建設工事や開

発事業等の際に行った調査により、堀跡や侍屋敷跡
等が確認されており、また、当地区周辺が中世の生
活域であったことも確認されておりました。
今回の発掘調査において、当時の堀跡や屋敷で使

われていた茶碗や履物等が確認され、地中深く眠っ
ていた当時の町並みや生活様式の一面を垣間見るこ
とにより、往時の生活が偲ばれる見学会となりまし
た。

長岡城堀跡推定図
（新潟県教育委員会1980『昭和54年度 新潟県遺跡地図』より転機・加筆）
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